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 MLPの利回りは8％台と、米国株や5年国債利回りと比べて高い水準にあります。
 MLP（マスター・リミテッド・パートナーシップ）とは、米国で行われている共同投資事業形態の１つです。主に天然資源などのパイプラインや貯蔵施設に投資を行い、
その利用料を収益源として投資家に配当を還元する仕組みです。一般的に、エネルギーの貯蔵、輸送を行う中流事業は景気変動の影響を受けにくい、と言われてい
ます。

改めて知りたい米国MLP 2022年7月26日

次号はMLPのパフォーマンスと
バリュエーションをご紹介

米国MLPは他資産と比較しても相対的に高い配当利回り

MLPは米国の他資産と比較し、相対的に高い利回り水準。一般的に、MLP事業の中でエネル
ギーの貯蔵、輸送を行う中流事業は景気変動の影響を比較的受けにくい傾向。

米国各資産の利回り比較 エネルギーMLPの事業形態と収益構造の特徴

【テーマ・レポート：今、米国高配当資産について知りたいこと】
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※MLP：アレリアンMLP指数、米国REIT：FTSE/NAREITオール・エクイティREIT指数、
米国高配当株：S&P高配当貴族指数、米国株：S&P500指数

（2022年6月末時点）

（出所）各種資料
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ガス田・油田の
探査、開発、生産

ガス・石油の貯蔵、処理
エネルギｰの輸送
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 主な収益変動要因は、資源価格と需要
 収益はエネルギー価格や需要の影響を

比較的受けやすい

 主な収益変動要因は、輸送する資源の量
 生活必需品であるエネルギーの消費量は、
景気変動の影響を比較的受けにくい
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エネルギｰの卸売

 主な収益変動要因は、資源価格と需要
 収益はエネルギー価格や需要の影響を
比較的受けやすい
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